
 四日市版コミュニティスクール報告書（令和２度総括） 

 

四日市市立 富田中学校  

 

                    校長  丹羽 伸也   

             

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

保護者や地域の方々が主体的に学校運営に参画し、本校の教育目標である「確かに生き

る」の実現に向けて協働します。その中で特に、「授業を大切にする学校」「一人ひとりを

大切にする学校」「保護者や地域と協働し高め合う学校」の三つの決意を意識して取り組み

ます。運営協議会は、「生徒の実態を把握し、協議を行う」「学校教育活動を地域に広める」

「生徒と地域の関わりを深める」の３つの視点を大切にして推進します。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

本年度は４回の会議を開催しました。各運営委員に、会議開催時の授業、および

体育祭や文化祭等の学校行事を参観いただくことで、生徒や保護者の実態を把握し

ていただきました。また、ＮＲＴの結果に基づく学力の状況分析、学校評価アンケ

ートの結果、生徒の様子や地域からの情報等を提供しています。 

これらを踏まえ、学校の教育活動や運営方針等の状況について客観的な評価をい

ただくとともに、学校に対する様々な角度からの意見や助言等をいただきました。 

 

① ＰＴＡ除草活動【８月２９日（土）】 

保護者の皆さんや地域の皆さん、教職員とで「除草活動」を行いました。例年

は生徒・保護者・教職員が一緒になっての取り組みでしたが、今年度はコロナウ

イルス感染防止の観点から、生徒の活動日と保護者・地域の皆さまの活動日を分

けて実施しました。朝早くから１９０名もの保護者・地域の皆さまに参加いただ

きました。活動場所もみなさんに自発的に考えていただき、１時間かけて除草活

動に熱心に取り組んいただき、草や枝の入ったごみ袋が山盛りに積まれるほど集

まりました。子どもたちのためにという、あたたかい気持ちが伝わりました。 

教育活動に安心して取り組める環境を作っていただきました。 

      

 

別紙Ａ 



②  防災学習(炊き出し訓練、防災講話等）【１１月１４日（土）】 

１１月の土曜授業で、２年生は防災学習を行いました。防災学習では『自助・共

助・公助』の観点から、ニイミ産業の服部文雄さんよりプロパンガスの使い方を学

びました。富田中学校が避難所として開設されたときに、率先して行動することが

できるようにするための訓練を行いました。 

学校図書支援員の澤田浩一さんに、『伊勢湾台風を中心とした防災講話』を多く

の貴重な資料を活用いただきながらお話しいただきました。生徒たちは澤田さんの

経験や実体験からのお話をしっかりと聴くことができました。 

教室棟５階にある『防災備蓄倉庫見学』も行い、実際に中学校にはどのようなも

のが備えてあるか確認しました。災害時にはこの訓練が役に立つことだと思います。 

 

     

  

 

⑥ 中学生と語る富田の未来【２月１３日（土）富田地区市民センターにて】 

 ２年生は「富田再発見」と題して地域調べ学習を行いました。『安心・安全』『住

みやすさ』『にぎわい（教育・文化）』の三つの視点で取り組み、まちづくりにおけ

る富田地区の現状について学ぶことができました。また、国語の授業では、「富田

紹介短歌」にも取り組み、自分の好きな富田を個性豊かな短歌にまとめ、「中学生

と語る富田の未来」の会場で展示しました。 

２年生の代表生徒６名が、富田地区市民センターで開催された「中学生と語る富

田の未来」に参加をしました。最初に、各クラスの代表が「富田をよりよくしてい

くために」「富田の魅力」「富田の良さ」について考えたことを作文にまとめ発表を

しました。具体的な内容としては、通勤通学での交通網の利便性、地域行事等を通

じたふれあいと一体感などの良さがある反面、課題としては、「空き家の増加」「ご

みなどの環境」問題などに視点をあてたものでした。 

作文の話題に触れながら、地域の方との討論が進められました。生徒たちは、調

べ学習や普段の生活の中で気づいたこと、感じたことなどを堂々と発表することが

できました。主な話題は、富田の祭り、伝統・文化、自然、防犯・防災などで、感

じたことだけでなく、自分の意見やアイデアを発表することができました。その中

には、参観者が感心するような斬新な視点での提案や、地域の大人への要望や提言

があり、とても有意義な討論となりました。また、地域の方が話されることに真剣

に耳を傾けたり、質問に答えたりする中で、「中学生として今できること」につい



て考えることができました。互いの考えを交流する中で、「人と人のふれあい」が

大切なことを再認識することができました。 

    

  

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

  ○ 運営協議会では地域で活躍されているみなさんに委員となっていただき、中学校

の様子を知っていただく機会を設け、多くの意見をいただきました。T・T での授

業や学習用タブレットを活用した授業の工夫や、日常生活での体力づくりについて

も多くの意見をいただきました。 

○ 生徒アンケート「地域の人や保護者と協働した学習や活動に取り組むことができ

ましたか」は７９％。保護者アンケート「お子さんは、地域の人や保護者と協働し

た学習や活動に取り組んでいましたか」は７１％、職員アンケート「地域の人や保

護者と協働した教育活動を計画的に実施しましたか」は６３％等で「思う」「どち

らかといえばそう思う」という回答は昨年度と比較すると、それぞれ４～５ポイン

トほど低い結果となりました。今年度はコロナ禍で、多くの地域行事や連携した行

事がなくなりました。しかし、地域に目を向ける視点は必ずしも地域に出かけ、行

事等に参加することだけではないことに気づくことができました。今年度のように、

「このようなことなら、地域に目を向けることができる」というように考えること

も必要になってくることに気づかされました。 

     

 

 

３ 今後に向けて 

  運営協議会では次年度の「学校づくりビジョン」をコミュニティスクール運営委員に

提示し、今後の学校経営の計画、立案、評価等について意見をいただきました。 

本校は地域の方々や保護者やご家族の方々の来校が多い学校です。今後とも地域の中

の学校であることを軸足として、開かれた学校づくり、保護者や地域と協働し高め合う

学校づくりを進めていきたいと考えています。 



 令和２年度四日市版コミュニティスクール年間活動計画   【様式３】 
 
                       四日市市立富田中学校  学校 
                       
                       委員長   阿部 康博    
 
                       学校長   丹羽 伸也    
 

 

 

 

月 日 協議会の開催 活動内容（学校行事関連含む） 

４ 
  

 
 

始業式・入学式・着任式・対面式 

避難訓練・NRT 

５ 
  

 

 
PTA総会（書面審議） 

６ 
 

16（火） 
 

第１回ＣＳ運営協議会 

 

運営協議会委員の紹介及び委嘱 

富田中学校教育ビジョン推進について 

学校の様子の報告及び意見交換・情報交換 

７ 
  

 
 

期末テスト・中体連三泗大会・終業式 

８ 
  

 
 

補充学習・三者懇談会・中体連三泗大会・PTA

除草作業・始業式・実力テスト 

９ 
 

16（水） 
 

第２回ＣＳ運営協議会 
 

体育祭参観 

10 
 

30（金） 
 

第３回ＣＳ運営協議会 

 
文化祭参観 

11 
 

 
 

 
 

 

土曜授業（炊き出し訓練・進路説明会）・期末

テスト・三泗駅伝・人権フォーラム 

12 
  

 
 

校内人権学習発表会・小中学びの一体化 

三者懇談会 

１ 
 

26（火） 
 

第４回ＣＳ運営協議会 

 

授業参観 

自己評価書および学校経営・運営について 

学校の様子の報告及び意見交換・情報交換 

２ 
  

 
 

三年三者懇談会・学年末テスト 

３ 
  

 
 

三年生に送る会・卒業式・修了式 


